
広 報

Public Relations  MIYADA

む
ら
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主
な
内
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総 数　…　9,288 人 （－ 1）

男 　…　4,534 人 （＋ 1）

女 　…　4,754 人 （－ 2）

世帯数　…　3,313 世帯 （＋ 1）

 （平成 25年 2月 1日現在）
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消防団員募集！ … 2・3

申告相談のおしらせ … 4・5

「御座石と松」の松の木について … 6

宮田コンポスト販売します … 6

交通事故発生マップ … 7

給食 de おおきくなあれ！ … 20

2
2013
NO.456

消防団出初式　　（1月 6日）

マスコットキャラクターとこども団とのパレードの様子

消防団
員

募集 !!
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まちを守り、心をつなぐ
自主的な防災のためのボランティア

わたしたちも消防団員。

第 1分団第 2部（南割）県操法大会 4位入賞の様子

消防団Q&A 地域のためにがんばっている、

宮田村の消防団についてご質問にお応えします。

Q. 普段、仕事をしていても
 入団できますか？

A.

Q. 訓練はいつ行っていますか？
 

A. 消防署に勤める消防士が専門の職業であるの

に対して、消防団員は、通常各自の職業に就

きながら、災害時の消火活動、救助・救出活

動や、平時の訓練などの防火・防災活動に従

事しています。身分は非常勤特別職の地方公

務員となります。「自分たちの村は自分たち

で守る」という精神に基づき、自分たちの手

で地域や家族、そして仲間を守るために団結

して地域防災にあたる、それが消防団です。

 消防団員は、早朝や夜、

仕事が休みの日などに各

部（地区）ごと集まって

訓練等を行っています。

訓練や活動の回数は分団

や部によって様々です

が、仕事をされている方

でも無理のない範囲で行

われています。

地域の
防災ボランティア

消防団員

募集

操法大会の様子 ▼
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な
っ
て
感
じ
る
ん
で
す
。
仕
事
の

よ
う
に
や
れ
ば
お
金
が
も
ら
え
る

わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
し
っ
か

り
と
し
た
責
任
と
決
意
を
持
っ
て

や
っ
て
い
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
や
る
か
ら
に
は
し
っ
か
り
と
仲

間
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
や

り
遂
げ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
私
も
こ
れ
か
ら
は
支
え

る
側
と
し
て
、
消
防
と
は
長
い
お

付
き
合
い
に
な
り
ま
す
。
で
き
る

限
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
お

酒
の
飲
み
過
ぎ
に
は
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
ね
。

　
　
第
２
分
団
第
１
部
（
町
一
）

 

班
長
の
奥
様
よ
り

　
夫
と
出
会
う
ま
で
は
消
防
団
の

こ
と
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
「
よ

く
酒
を
飲
む
集
団
」
と
い
う
こ
と

だ
け
が
頭
の
片
隅
に
（
笑
）。
で

も
5
月
に
な
る
と
ま
だ
冷
え
る
早

朝
4
時
に
起
き
て
、
ほ
ぼ
毎
日
操

法
の
練
習
に
行
く
姿
を
目
に
す
る

と
、
本
気
で
や
っ
て
い
る
ん
だ

事　由 給付金額

祝い金

会員の結婚 10,000 円
お子さんの出生 5,000 円
お子さんの小学校入学 3,000 円
お子さんの中学校入学 3,000 円
在職 5,10,15 年に達したとき 2,000 円

見舞金

火災

全焼・全壊 100,000 円
半焼・半壊 50,000 円
一部焼・一部壊 30,000 円

自然災害

全壊・流出 50,000 円
半焼・半壊 25,000 円
一部損壊 15,000 円
床上浸水 15,000 円

死亡

本人の死亡 100,000 円
配偶者死亡 50,000 円
子の死亡 50,000 円
親の死亡 5,000 円

消防団の主な待遇は？

消防団の主な活動内容

入団するには？

消防団協力事業所表示制度

宮田村消防団員には「宮田村消防団員互助会」規約

が適用され、下記のような給付金を受け取れる仕組

みになっています。その他にも優遇されることがあ

ります。詳しくは村ホームページをご覧ください。

災害時の活動としては、消火活動・救助活動・水防

活動等があります。サイレンや行政防災放送によっ

て団員に召集がかけられます。

平常時の活動としては、防火啓発活動・救命講習会・

火の元点検等があります。地域住民に直接お伺いし

て地域防災の啓発に役立っています。

また、分団独自の活動もあ

ります。例えば第2分団（町

部）は毎年祇園祭の警備を

しています。

それぞれの活動内容を地域

住民に伝えようと、分団広

報紙（左写真）の発行も実

施されています。

消防団に入団するには、下記までお問い合わせくだ

さい。 問宮田村消防本部　☎ 85-3181

事業所が消防団に協力する

ことは、地域への多大な社

会貢献となります。本制度

は、消防団の活動に積極的

に協力している事業所を

「消防団協力事業所」とし

て認定するものです。これ

らの事業所が増えることに

より、地域防災体制の一層

の充実が期待できます。

消防団協力事業所表示制度
表示マーク

お問い合わせいただくか勧
誘の際、団員に入団の旨を
お伝えください。

01:問い合わせる

村に居住もしくは勤務され
ている成人の方であれば入
団できます。

02:入団手続き

入団の手続きが完了すれ
ば、晴れて「消防団員」の
仲間入りです。

03: あなたも消防団員に！

▲ 出初式パレードの様子▲春季訓練の様子

家
族
の
声

わたしたちも消防団員。
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①
確定申告が必要な方

　所得税は、確定申告により昨年 1年間の所得金額を納税者自身が計算し、その確定所得金額で計算した

税額と、実際に支払った税額とを比べ、納めすぎた所得税は還付され、納め足りなかった場合は追加納付し

ます。

　次のような方は、確定申告が必要になります。

● 事業を営んでいる方、不動産収入などがある方、土地や建物を売って平成 24 年中の所得金額が

 各種控除額（基礎控除、配偶者控除、配偶者特別控除、扶養控除など）の合計額を超える方

● 給与所得や退職所得以外の所得金額の合計額が 20 万円を超える方

● 給与所得者で年収が２千万円を超える方

● 給与を２ヶ所以上から受けている方

　確定申告の必要がない方でも、申告をすると源泉徴収された所得税が還付になる場合があります（昨年中

の医療費の支払が多額な方、住宅ローンなどを利用してマイホームを新築・増築した方、昨年中に退職し年

末調整されていない方など）。

②
村県民税（兼国民健康保険税）の申告が必要な方

　平成 25年 1月 1日現在、宮田村に住所がある方で、次のいずれかに該当する場合は申告が必要です。

● 所得が給与所得のみで、勤務先から役場へ給与支払報告書の提出がない方

● 所得税の確定申告の必要はないが他の所得（農業、不動産等）がある方

● 所得のなかった方で、誰の扶養親族にもなっていない方

国民健康保険加入者の方へ　～収入がなくても申告を～
世帯の所得が一定額以下のときは国民健康保険税が減額されます。

国民健康保険加入者で昨年の収入がなかった方などは忘れずに申告してください。

確定申告・村県民税申告 は
2月 18日 月 から3 月 15日 金 まで

③
村県民税（兼国民健康保険税）申告書の送付について

　村県民税申告書は、昨年の申告状況を参考に送付しています。

　次に該当する方には申告書が送付されないことがあります。

● 配偶者などに扶養されていた方

● 公的年金所得のみの方

● 事業所得や不動産所得等があり昨年確定申告をされた方

　昨年と比較して収入や扶養状況に変化がある場合は、申告書が

届かなくても申告期間中に申告をお願いします。

のおしらせ

広報 MIYADA 4
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④
申告の際に持参するもの

共通

　収入がわかるもの（給与・年金の方は源泉徴収票の原本）、印鑑、本人名義の通帳（振込先のわかるもの）。

各種所得控除の場合

　生命保険や地震保険の支払証明書、社会保険料、医療費などの領収書、障害者手帳（コピー可）など。

事業所得者（商工業、営業、サービス業など）・不動産所得者

　収支計算書及び領収書、通帳など。

農業所得

　昨年同様、農協より通知されています配分通知書と営農組合事業の清算通知をお持ちください。

⑥
今年の主な所得税の改正点

生命保険料控除が改正されています

● 「介護医療保険料控除」の新設

「一般生命保険料控除」・「個人年金保険料控除」に加えて、介護・医療保障に係る保険料について「介

護医療保険料控除」が新設されました。

● 「一般生命保険料控除」・「個人年金保険料控除」の適用限度額の変更

「一般生命保険料控除」・「個人年金保険料控除」の対象となる保険料の適用限度額が、それぞれ従来の

所得税 5万円・個人住民税 3.5 万円からそれぞれ 4万円・2.8 万円に変更となり、新設された「介護医

療保険料控除」も同額の保険料控除が適用されます。

● 全体の適用限度額の変更

「一般生命保険料控除」・「個人年金保険料控除」・「介護医療保険料控除」をあわせた全体の適用限度額が、

所得税の場合、12万円に拡充されます (個人住民税の場合、適用限度額 7万円のまま変更はありません )。

⑤
申告相談の日程

　申告相談を右記の日程で開催しま

す。申告会場は混雑するためお待たせ

することがあります。ご迷惑をお掛け

しますがご了承ください。

　なお、青色申告、消費税、贈与税、

不動産・株式等の譲渡所得、損失・繰

越損失などの申告は「いなっせ」（伊

那市駅前）で申告していただきますよ

うお願いします。

会　場 期　間 時　間

いなっせ
2 階展示ギャラリー

（伊那市駅前）

2月12日（火）～
3月15日（金）
※土日・祝日は除く

午前9時～午後4時

宮田村役場
第 7会議室

（1階西つきあたり）

2月18日（月）～
3月15日（金）
※土日・祝日は除く

午前9時～午後4時
※午前の受付は　
11：30まで
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普通肥料『宮田コンポスト』注文表

提出先　建設課 上下水道係まで！ 　　月　　日 申し込み

住　所　　宮田村　　　　　番地　　　（行政区　　　　区　　　班）

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　（電話　　　　　　　　　　）

注文希望数　　　　　　　　　　　袋　（代金　　　　　　　　　円）

（切り取り線）

　農業集落排水施設の汚泥を原料にした普通肥料 ｢宮田コンポスト｣ を販売をいたします。野菜づくりなど

で、食味の向上と根こぶ病にたいへん効果があり、土壌改良剤としても使われていますのでご利用ください。

　なお、今回の販売にあたって、コンポストの原料である汚泥の放射能測定を実施しました。測定結果は、

放射性セシウム、放射性ヨウ素ともに「検出せず」となりましたのでお知らせいたします。

普通肥料『宮田コンポスト』を販売します

１ 販 売 日 3月 13日（水）午前 9時から午後 3時まで
（ 当日取りに来られない方やご都合の悪い方は

 事前にご連絡ください）

２ 販売場所 宮田コンポストセンター（大久保橋手前を南側へ）
３ 販売価格 １袋　税込 300円（1袋 20 L　約 15 kg）
 ※代金は当日、肥料と引き替えとします。

４ 申込方法 下記の注文表にご記入のうえ、3月 5日（火）
 までにご提出ください。

 ※販売量は調整させていただく場合があります。

　ながの電子申請

でのお申し込みが

便利です。右のQR

コードから、また

はホームページか

らアクセスできます。

　また、電話・FAX・メールでの

お申し込みもできます。

問建設課 上下水道係
　☎ 85-5862　FAX 85-4725

　E-mail suido@vill.miyada.nagano.jp

村
指
定
史
跡
「
御
座
石
と
松
」

 

の
松
の
木
に
つ
い
て

　
村
指
定
史
跡
「
御

座
石
と
松
」（
宮
田
村

４
１
７
２
）
の
松
の
木

に
つ
い
て
、
木
本
体
の

老
齢
化
（
幹
の
空
洞

化
）
及
び
松
食
い
虫
の

影
響
に
よ
り
、
残
念
な

が
ら
下
の
写
真
の
よ
う

に
枯
死
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
松
食
い
虫
に
よ
り
枯
死
し
た
松
の
木
は
、
回
復
の

見
込
み
が
な
い
こ
と
と
、
降
雪
に
よ
る
雪
の
重
み
で

倒
木
す
る
危
険
性
が
高
く
、
早
急
に
処
置
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
宮
田
村
文
化
財
保
護
審
議
会
に
よ
る
視

察
・
審
議
及
び
臨
時
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
た
上

で
、
昨
年
12
月
に
伐
採
し
ま
し
た
。

　
松
の
木
の
伐
採
に
伴
い
、
松
の
木
の
史
跡
指
定
は

解
除
と
な
り
、
史
跡
の
名
称
も
「
御
座
石
」
に
変
更

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

問
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

　
☎
85
‐
２
３
１
４

▲住民から惜しまれながら伐採
を余儀なくされた大きな松
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事故の内容 件数

● 正面衝突 2件
▲ 出会頭 10 件
■ 信号無視 1件
★ 追突 20 件
◆ 対歩行者 1件
▼ その他 1件

計 35 件

153

153

中学校

小学校

村民会館

里宮神社

保育園
保育園

役場

N

宮
田
駅

天竜川上流河川事務所の撮影による航空写真

広
域
農
道

JR
飯
田
線

●

■

▲

▲

▲

▲

★

★

★
★

★

★

★

★
★

★

★
★

★★★

★

★★★

★

▲

▲

▲

▲

▲

▲

●

▼

◆

【死亡事故】
4月 6日（金）
18時 40 分頃
乗用車 対 乗用車
後部席同乗者が死亡

★

▲

　この地図は、平成 24 年 1 年間に村内

で起きた交通事故の発生した箇所を示し

たものです。

　追突や出会い頭による事故が多い傾向

にあります。十分な車間距離と安全確認

をしっかりと行ないましょう。

　伊南交通安全協会宮田支会では 1 月

19 日（土）交通安全祈願祭を挙行し、

今年 1年の無事故を祈願しました。安全

運転の一歩は「シートベルト」から！今

年 1年もゆとりと思いやりをもって安全

運転を心がけましょう。

平成24年　交通事故発生マップ

おしらせINFORMATION

平成24年　宮田村事故発生MAP
（平成 24 年 12 月末現在）

▲年末の交通安全週間▲交通安全祈願祭
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ケーブルテレビ１ch
■毎週金曜日 19 時入れ替え

■放送時間  6:30  8:30 12:30

 19:00 21:00 23:00

よろこび
小
こばやし

林　朱
あかね

音ちゃん 町三

 大
ひろ き

樹・淑
よしえ

恵さん

倉
くら た

田　巧
たくみ

巳くん 新田

 正
まさ し

志・舞
まいこ

子さん
よしいけ

池　來
らい

くん 大田切

 和
かずひこ

彦・泉
いずみ

さん

小
こま つ

松　駿
はやと

斗くん 大田切

 敦
あつし

・美
み か

佳さん

野
のぢ か

近　遼
りょう

くん 大田切

 弘
ひろ き

季・愛
あいこ

子さん

小
こばやし

林　愛
あいり

莉ちゃん 北割

 亮
りょうすけ

介・彩
あや の

乃さん

竹
たけまた

俣　辰
たつよし

純くん 南割

 将
まさのり

紀・佳
か よ こ

代子さん

かなしみ
北
きたざわ

沢　
ひろかず

和さん 78歳 北割

 和
かずひさ

久さん・父

小
こ た ぎ り

田切 喜
き ち え

知恵さん 71歳 新田

 正
まさのり

典さん・母

山
やまざき

崎　秋
あきお

夫さん 69歳 町三

 仁
じん

さん・父

城
じょうくら

倉　三
みつ お

夫さん 77 歳 南割

 野
のぐ ち

口 優
ゆう こ

子さん・弟

冨
とみやま

山　みつ子
こ

さん 77 歳 町三

 勉
つとむ

さん・母

吉
よしかわ

川　覚
さとる

さん 64 歳 新田

 昌
しょうた

太さん・父

水
みずかみ

上　梅
うめこ

子さん 64 歳 新田

 飯
いいじま

島 かおりさん・母

細
ほそだ

田　國
くにひさ

久さん 81 歳 大久保

 義
よしひろ

博さん・父

如 月

今月の納税 など
国民健康保険税 第 9期
固定資産税 第 4期
後期高齢者医療保険料 第 8 期
 納期限・振替日　2/28（木）

水道料・下水道使用料
今月は… 町 1，町 2，大田切
 大久保，中越，つつじが丘

相談日
■心配ごと・行政相談
2/17（日）・3/17（日）
午後１時～３時  場所：なごみ家

■結婚相談
2/27（水）3/13（水）
午後６時～８時　場所：デイサービスセンター

くらしの情報 INFORMATION

2/15 ～ 商店街を歩こう♪

2/22 ～ TV こまうすゆきそう 1ch

3/ 1 ～ もうすぐ一年生 東保育園

3/ 8 ～ もうすぐ一年生 西保育園

3/15 ～ 商工会だより

2FEBLUARY

Q&A役場でよくあるご質問
Q 宮田村から村外へ引っ越すことになりまし
た。どのような手続きが必要ですか？

A まず役場住民課で転出の手続きをします。手
続き後に「転出証明書※」を発行しますので、

この証明書を持参し異動予定日から 14 日以

内に次にお住まいの市区町村の役所で転入の

手続きを行ってください。

■持ち物

・本人確認できるもの（運転免許証など）

･住基カード（お持ちの方）

・印鑑

次の資格を取得している方は、資格喪失となり

ますので、窓口へ返還してください。

・国民健康保険証、後期高齢者医療被保険者証、

印鑑登録証、福祉医療受給者証、介護保険証等

 問住民課 住民係　☎ 85-3183

Vol. 014

※ 住基カードをお持ちの方は、カードを窓口にお持ちいただくことでカー
ドが証明書の役割を果たしますので原則転出証明書は発行されません。

うるおいの街並みづくり
 支援事業実施団体募集

　この事業は花壇、プランター

及び街路樹の維持管理を行なう

団体へ事業費を交付する制度で

す。交付金の額は該当となる経

費の 10分の 7以内で上限が 10

万円です。申請される団体は 3

月 15 日（金）までに役場建設

課に設置してあります申請書に

よりお申し込みください。

問建設課 建設係 ☎ 85-5863

受講者募集
 PRO-DOG スクール

　日本聴導犬協会では犬のしつ

け教室「第18回 PRO‐DOG（愛

犬家）スクール」を開校します。

犬たちにも社会参加の機会を作

り、人と動物との新しい関係作

りを目指しています。愛犬とご

家族そろってのご参加をお待ち

しています。

初級コース

（全 5回 10,000 円  資料代込み）

■講習　3月 31 日　午後 2時

■実践　4月 7日～ 28 日の

 日曜日　午前 10 時～ 12 時

問社会福祉法人
　日本聴導犬協会 ☎ 85-4615

平成 25 年度からコンテスト
を実施します。団体のみなさ
んの知恵と汗により、うるお
いと活力にあふれた魅力的な
地域をつくりましょう。

注意 同一世帯でない方が、代理で転出の手続きを

される場合には、委任状が必要になります。

広報 MIYADA 8
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「お知らせ」「募集」「相談」など、くらしに役立つ情報満載のコーナー
▼宮田村役場　☎ 0265-85-3181 ㈹　FAX 0265-85-4725

▼村民会館（教育委員会・公民館・図書館）　☎ 85-2314　　 ▼老人福祉センター　☎ 85-4128

宮田村公式ホームページ http://www.vill.miyada.nagano.jp

役場庁舎耐震改修工事
 について

　役場庁舎が耐震改修工事中で

す。ご迷惑をおかけしますが、

ご協力をお願いします。

■工期

3 月 31 日（日）まで

■工事内容

・ 正面玄関の左右の柱と壁の間

に耐震構造材の取り付け。

・ 議場北壁の内側に耐震構造材

の取り付け。

・ 庁舎屋上の設備機械及び庁舎

内の暖房吹き出し器具の撤

去。

■機材等搬入場所

・ 正面玄関東側の図面室北のス

ペースに足場をつくり、議場

傍聴席入口の窓より搬入。

■その他

・ 正面玄関付近の工事箇所は

シート等で覆い、安全対策を

講じます。

・ 議場改修のため、作業員等が

西玄関から出入りします。(原

則、ブルーシートを敷いた箇

所を歩く )

・ 現場作業小屋は、役場駐車場

の東側に設置。

・ 騒音が出そうな作業及び大型

機材の搬入は、土日・祝祭日・

時間外に実施。

問総務課 管理財政係
 ☎ 85-3181

名刺広告募集

　村では村長をはじめとする多

くの職員が使用する名刺の裏面

に掲載する広告を募集していま

す。宮田村の企業・商店の皆さ

んに掲載していただいた名刺

は、職員を通じて村内外に幅広

く手渡されます。

■広告料

年間 10,000 円 /1 区画

（1区画は横4.30cm×縦1.15cm）

■掲載期間・枚数

平成 25 年 4 月から平成 26

年 3 月までの 1 年間、4,000

枚の名刺の裏面に掲載

■申し込み

2 月 21 日（木）まで

問総務課 総務係 ☎ 85-3181

自衛官募集

　防衛省では自衛官等の受付及

び試験を実施します。

■受付期間 2/ 1 ～ 4/26

・幹部候補生

 （一般・技術・歯科・薬剤）

・医科・歯科幹部

■受付期間 1/ 9 ～ 4/ 3

・予備自衛官補

　詳しくは下記までお問い合わ

せください。

問自衛隊長野地方協力本部
　伊那地域事務所 ☎ 73-4860

行政情報モニター
 募集について

　村では広報紙やホームペー

ジ、CATV 行政番組等の行政

情報提供に対する住民の皆さん

の意見を把握するため、「行政

情報モニター」が設置されてい

ます。行政情報提供をよりよい

ものにするため、行政情報モニ

ターを募集します。

■主な内容

村広報紙やホームページ、

CATV行政番組への意見

■対象者

村内に居住する成人

（議員、常勤公務員は不可）

詳細はお問い合わせください。

問総務課 企画情報係
 ☎ 85-3181

福祉タクシー券の
 申請を受け付けます

　75 歳以上の方には申請書を

送付いたしましたが、次の方に

は送付してありませんので該当

すると思われる方は申請をお願

いします。

■対象者

① 70 歳以上 75 歳未満で現在

病気等で通院のためタク

シーを利用している人

② 身体障害者手帳 1、2級保持者

③ 療育手帳 A1、A2 の保持者

④ 精神保健福祉手帳 1級保持者

※ 自分で車の運転ができる人、

昼間車の運転ができる人が

家庭内にいる場合、村税等

滞納のある人は該当になり

ませんのでご注意ください。

■交付枚数　年度内最大 24枚

※ オートバイに乗る人は冬期

分 8枚

問福祉課 福祉係 ☎ 85-4128

春の火災予防運動について

「消すまでは

 出ない行かない　離れない」

　これからの季節は空気が非常

に乾燥するうえに、風が強く吹

き、火災の発生しやすい気候と

なります。暖房器具の事故を防

止するため、次の事項を守りま

しょう。

■住宅防火

いのちを守る　７つのポイント

① 寝タバコは絶対にやめる。

② ストーブは燃えやすいものか

ら離れた位置で使用する。

③ ガスコンロなどのそばを離れ

るときは、必ず火を消す。

④ 逃げ遅れを防ぐために、住宅

用火災警報器を設置する。

⑤ 寝具や衣服からの火災を防ぐ

ために、防炎製品を使用する。

⑥ 火災を小さいうちに消すため

に、住宅用消火器等を設置す

る。

⑦お年寄りや身体の不自由な人

を守るために、隣近所の協力

体制を作る。

問伊南行政組合 消防本部
 ☎ 81-0119
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康
福 祉
健

福祉課 福祉係 /保健予防係

お知らせ
■毎月 19日は「食育の日」

みんなで やろう だいじなひとづくり

■今年の目標
おとなも　こどもも　朝食 100％ !!

■母と子　健診・相談など
4ヵ月児健診 午後 0:20

3/ 7（木） 対象：H24 年 11 月生まれ

10ヵ月児健診 午後 0:40

3/ 7（木） 対象：H24 年 5 月生まれ

1 歳 6ヵ月児健診 午後 1:00

3/ 7（木） 対象：H23 年 9 月生まれ

7 ヵ月育児相談 午後 1:15

2/20（水） 対象：H24 年 7 月生まれ

1 歳児育児相談 午前 9:15

3/ 5（火） 対象：H24 年 1・2 月生まれ

2 歳 6ヵ月児育児相談 午前 9:15

2/21（木） 対象：H22 年 7・8 月生まれ

3 歳児育児相談 午後 0:30

2/22（金） 対象：H22 年 1 ～ 3 月生まれ

うぶごえ講座 午前 9:30

2/18（月）・3/ 2（土） 対象：妊娠中の方・家族

ママの部屋・子育て相談・離乳食相談

2/28（木） ※離乳食実習なし・相談のみ

3/14（木） ※母乳相談なし　午前 9:00

　対象：どなたでも（子育て相談は要予約）

■予防接種
2/19（火）・3/12（火） 対象：該当児

三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）

 午後 0:30

四種混合（三種混合＋ポリオ） 午後 0:30

BCG 午後 1:00

■成人　健診・相談など
健康相談日（心の相談は要予約）

2/28（木）3/14（木） 午前 9:00

※ 会場はすべて老人福祉センターです。

 高齢者の教室 会場：老人福祉センター

 なごみ家ごよみ

保健ごよみ 2/16～3/15

2/17

2/24

3/ 3

3/10

東伊那すこやかクリニック（内・小） 駒：83-4024

木下医院（内・小） 駒：82-3712

下平けやき診療所（内・小） 駒：81-6303

高山内科クリニック（内・循） 駒：82-6690

緊急当番医 宮=宮田村　駒=駒ヶ根市

▼高齢者閉じこもり予防教室
（9:30 から）

2 月 20 日（水）

3月 16 日（水）

3月 13 日（水）

▼高齢者転倒予防教室
（13:00 から）

2 月 28 日（木）

3月 14 日（木）

▼高齢者権利擁護相談
（15:00 から）

※ 1週間前までに要予約
3月 19 日（火）

▼手芸の日
2 月 20 日（水）

午前 9時 30 分から 12 時

▼辰野恒雄先生の
子育てママサロン

2 月 18 日（月）

午前 10 時から 11 時 30 分

▼童謡の会
2 月 27 日（水）

午後 1時 30 分から

▼陶芸の日
3 月 8 日（金）

午後 1時 30 分から

▼短歌
　　「あさがおの会」

3 月 25 日（月）

※短歌の締切は
　3月 10 日（日）まで

▼家族介護者リフレッシュの会
会場：老人福祉センター

（10:00 から）

2 月 27 日（水）

3月 13 日（水）

※心身の疲れを開放し癒しましょう！ぜひご参加を！

▼認知症介護者語らいの会
（9:30 から）

3 月 07 日（木）

※認知症の介護のことを語りましょう！

 介護者の教室

誰でも相談できる
 心の健康相談・カウンセリング

　心理相談員・カウンセラーによる相談日を毎月

2回開催しています。眠れない、ストレスがたま

る、家族関係の悩み、お酒の悩み、忘れっぽくなっ

た、子育てや不登校、ひきこもりなど、様々な相

談を幅広くお受けしています。秘密は守られます。

 問福祉課 保健予防係　☎ 85-4128

☎85-2922
開館　月～土曜
午前 9時～午後 5時
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な
ご
み
家

な
ご
み
家

住
民
参
加
型
福
祉
施
設

　
1
月
21
日
（
月
）
ま
ゆ
玉
を
作
り
、

や
な
ぎ
と
榊
さ
か
き

の
枝
に
飾
り
ま
し
た
。
ま

ゆ
玉
は
小
正
月
の
行
事
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
な
ご
み
家
で
は
21
日
に
大
田
切

の
酒
井
昌
子
さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ

き
飾
り
ま
し
た
。
当
日
は
地
域
の
方
々

な
ど
20
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
酒

井
さ
ん
が
用
意
し
た
寒
ざ
ら
し
の
粉
を

使
っ
て
ま
ゆ
玉
を
作
り
、
飾
っ
た
後
は

お
し
る
こ
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
豆
で
作
る
豆
団
子
ス
ー
プ
や

お
餅
に
つ
け
て
い
た
だ
く
甘
い
麹
み
そ

（
甘
酒
と
大
豆
を
合
わ
せ
た
も
の
）
な

ど
珍
し
い
も
の
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

伝
統
行
事
や
季
節
の
郷
土
料
理
な
ど
こ

れ
か
ら
も
受
け
継
い
で
残
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

Health ＆Welfare

　
節
分
を
過
ぎ
、
梅
の
開
花
が
待
た
れ

る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
お
正
月

に
は
、
ご
家
族
か
ら
届
い
た
年
賀
状
を

嬉
し
そ
う
に
読
ま
れ
て
い
る
方
や
、
書

き
初
め
に
今
年
一
年
の
決
意
を
書
か
れ

て
い
る
方
、
入
居
者
の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ

大
切
な
一
年
の
始
ま
り
を
祝
う
姿
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
ケ
ー
キ
か
ら
お
正
月

の
お
餅
ま
で
、
年
末
年
始
は
お
い
し
い

も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
た
入
居
者

の
皆
様
。
少
々
ふ
っ
く
ら
さ
れ
た
方
も

ち
ら
ほ
ら
。
寒
い
冬
を
元
気
で
越
し
て

い
た
だ
き
、
今
年
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

一
年
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

問
プ
ラ
ム
の
里 

☎
84
‐
１
３
１
１

ま
ゆ
玉
作
り

プラムの里

地域の中でその人らしく
 輝く生活を支援します

 

〜
寒
い
季
節
に
多
発
し
ま
す
〜

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
は
、
年
間

を
通
し
て
発
生
し
ま
す
が
、
低
温
と
乾
燥
に

強
い
と
い
う
特
徴
か
ら
特
に
11
月
か
ら
3
月

に
多
発
し
ま
す
。
家
庭
の
冷
凍
庫
で
も
生
存

で
き
る
た
め
、
冷
凍
保
存
し
た
食
品
に
よ
る

食
中
毒
が
起
き
る
こ
と
も
。
ま
た
、
症
状
が

治
ま
っ
て
か
ら
も
約
二
週
間
は
便
と
共
に
ウ

イ
ル
ス
が
排
泄
さ
れ
る
の
で
、
二
次
感
染
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
油
断
は
禁
物
で
す
。

主
な
症
状

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
食
品
や
人
の
手
な
ど

を
介
し
て
体
内
に
入
り
、
腸
管
の
中
で
増
殖

し
ま
す
。
感
染
し
て
か
ら
1
〜
2
日
ほ
ど
の

潜
伏
期
間
を
経
て
、
強
い
吐
き
気
や
嘔
吐
、

下
痢
、
腹
痛
な
ど
を
起
こ
し
、
発
熱
、
頭
痛
、

筋
肉
痛
な
ど
を
伴
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
症
状
は
長
く
は
続
か
ず
2
〜
3

日
で
自
然
に
回
復
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

す
し
、
感
染
し
て
も
発
症
し
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
な
ど

が
感
染
す
る
と
、
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

感
染
経
路

　
カ
キ
な
ど
の
食
べ
物
か
ら
の
感
染
と
人
か

ら
の
感
染
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
人
か
ら
の
感

染
は
次
の
と
お
り
で
す
。

経
口
感
染 

感
染
者
の
便
や
吐
い
た
物
に
ふ

れ
た
手
を
介
し
て
口
か
ら
体
内

に
入
る
。

飛
沫
感
染 

吐
い
た
と
き
な
ど
に
ウ
イ
ル
ス

を
含
む
飛
沫
が
飛
び
散
り
、
そ

の
飛
沫
を
吸
い
込
む
。

空
気
感
染 

適
切
に
処
理
さ
れ
な
か
っ
た
吐

い
た
物
な
ど
が
乾
燥
し
、
空
中

を
浮
遊
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
を

吸
い
込
む
。

予
防
と
対
策

●
ウ
イ
ル
ス
を
付
け
な
い
た
め
に

一
、 

十
分
な
手
洗
い
。
特
に
指
先
、指
の
間
、

爪
の
間
、
手
首
な
ど
も
洗
い
残
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

ア
ル
コ
ー
ル
や
せ
っ
け
ん
、
中
性
洗
剤

な
ど
は
、
汚
れ
と
共
に
ウ
イ
ル
ス
を
落

と
し
や
す
く
し
ま
す
が
、
殺
菌
効
果
は

期
待
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
丁
寧
に
洗
い

ま
し
ょ
う
。

二
、 

身
近
に
感
染
者
が
い
る
場
合
は
、
吐

い
た
物
な
ど
の
処
理
を
適
切
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

※ 

使
い
捨
て
の
マ
ス
ク
や
手
袋
な
ど
を
着

用
し
、
静
か
に
拭
き
取
っ
た
あ
と
、
塩

素
系
漂
白
剤
な
ど
で
消
毒
し
ま
す
。

※ 

拭
き
取
っ
た
物
や
マ
ス
ク
、
手
袋
な
ど

は
ポ
リ
袋
に
密
閉
し
て
捨
て
ま
す
。

●
ウ
イ
ル
ス
を
や
っ
つ
け
る
た
め
に

食
品
を
中
心
部
ま
で
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

85
度
以
上
で
一
分
間
以
上
が
有
効
で
す
。

問
福
祉
課 

保
健
予
防
係 

☎
85
‐
４
１
２
８

に
ご
用
心
！
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むらの話題と出来事
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自
 不動滝の氷瀑　1月 7日

然の神秘をご覧ください！

自
 中学校 卒業作品展　1月 26・27 日

己を見る　をテーマに

　標高 1,450mの位置にある「不動滝」は高さ 15ｍの滝です。
気軽にトレッキングできる場所として有名ですが、冬の不動滝
は美しい氷瀑を見ることができます。冬は入山許可が必要な場
所ですので、氷瀑を見てみたい！という方はまずお問い合わせ
ください。 問産業課 商工観光係　☎ 85-5864

　学校目標でもある「自己を見る」をテーマに、卒業作
品展が開催されました。客観的に見た自分を表現した作
品や将来の自分の夢、人への感謝の思い等、それぞれの
作品に込められた思いに決して同じものはなく、卒業を
前にした中学 3年生の生徒一人ひとりの『自己』が表
現されていました。

大
 大雪の影響 宮田村にも　1月 17 日

型除雪車が始動 豪雪物語る
　1月 14 日（月）広範囲にわたり大雪が降り、首都圏にも大きな影
響を与えました。村内でも雪かきが追いつかない箇所もあり、大久保
の坂道「県道栗林宮田停車場線」では県がロータリー除雪車とブルドー
ザー除雪車を使って大規模な除雪を行いました。この坂道は日が当た
りにくい県道で、雪がデコボコに固まっている状態でした。

ス
 村道 17 号線 住民説明会　1月 23 日

ムーズな交通を確保するために

元
 中学校 百人一首大会　1月 17 日

気に「はいっ！！」

　村道 17 号線の役場前交差点から北町交差点までの間の拡幅
工事を実施するため、周辺住民への説明会が開催されました。
今回の工事内容として現道拡幅はもちろん、歩車道分離や側溝
の直線化が重要な点となります。
　工事は 3月に本格化しますが、詳細は次号でお知らせする
とともに、ホームページ等で進捗状況をお知らせします。

　中学校の行事で代表的な文化的クラスマッチとして、毎年
行われている百人一首大会。多くの生徒が練習で得意の句を
もち、上の句が読まれると「はいっ！」と大きな声とともに
札を取っていました。
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こ
 中国研修生 食の交流会　2月 3日

れ、おいしい！

全
 全国建築板金競技大会出場　2月 1日

国大会に連続出場！

子
 青少年健全育成推進大会　2月 2日

どもたちの健やかな成長を
　今年は「夜回り先生」として有名な水谷修氏を招いて講
演会が行われました。

　平成 19 年から村交流協会の補助金で実施している中国研
修生との交流会が今年も開催されました。野ひばりの会の皆
さんがお寿司とデザートを、研修生が餃子をお互いに協力し
合いながら作り、おいしそうに召し上がっていました。

　県板金工業組合青年部に所属する久保田板金の久保
田 春紀さん（中越）が県大会で優勝し、昨年に続き
全国大会に出場します。「昨年は 7位という結果でし
たが、今年は優勝を狙って気合を入れてちゃんとした
ものを作りたいです。」と久保田さん。10 月から仕事
をしながら朝や夜の空いた時間を利用して練習を続け
てきました。ぜひ頑張ってください！

村
 プレミアム商品券　2月 3日

の経済活性化をはかるために
　緊急経済対策事業として村でも 200 万円の補正予算を組み、プレミアム商品
券が販売され、完売しました。この機会に村内商店をたくさん利用しましょう。
またプレミアム商品券は期限付きですので、使い忘れにご注意ください。

TOPICS  むらの話題と出来事
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Interview
中学 1年生

 田中　大雅 さん

た
。
ず
っ
と
レ
ー
ス
を
し
て
き

て
、
最
初
は
１
５
０
０
ｍ
と

３
０
０
０
ｍ
の
種
目
を
し
て
い

た
け
れ
ど
、
去
年
の
11
月
に

５
０
０
０
ｍ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
た
ら
タ
イ
ム
が
良
か
っ
た

の
で
去
年
の
11
月
に
種
目
転
向

し
ま
し
た
。

　
県
大
会
は
満
足
の
い
く
結
果

で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
れ

か
ら
も
っ
と
も
っ
と
練
習
し
て

上
位
を
狙
え
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

　
県
大
会
で
は
入
賞
を
目
指
し
て
挑
み
ま
し
た
。

初
め
て
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
全
国
大
会

で
は
体
格
で
負
け
て
い
て
も
、
自
分
の
い
い
と
こ

ろ
を
存
分
に
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
ス
ケ
ー
ト
は
保
育
園
の
年
長
か
ら
始
め
ま
し

　
平
成
24
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会
第
33
回
全

国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
に
出
場
し
た
中
学
1
年

の
田
中
さ
ん
（
大
田
切
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

保育園でスケートを始め

て、レースに参戦していた

田中さん。今後のさらなる

活躍に期待します！

全
国
中
学
校

 

ス
ケ
ー
ト
大
会
初
出
場
！
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宮
田
村
都
市
計
画
審
議
会
条
例
の
一
部
改

正　
国
道
１
５
３
号
伊
駒
ア
ル
プ
ス
ロ
ー
ド

整
備
計
画
は
、
村
の
都
市
計
画
に
と
っ
て

道
路
や
用
途
区
域
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ

と
か
ら
、
同
条
第
２
項
で
任
命
で
き
る
県

職
員
を
２
名
増
員
し
10
名
と
す
る
も
の
で

す
。補

正
予
算

平
成
24
年
度
宮
田
村
一
般
会
計
補
正
予
算

 

（
第
５
号
）

　
扶
助
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、

地
方
交
付
税
の
交
付
決
定
、
寄
付
金
等
々

に
つ
い
て
補
正
を
行
な
う
も
の
で
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
６
４
２
万
４
千

円
を
追
加
し
、
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ

36
億
７
３
５
１
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

平
成
24
年
度
宮
田
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算 

（
第
２
号
）

条
例
改
正
・
補
正
予
算
な
ど

18
議
案
を
可
決
・
認
定

12月定例会
平成 24年 第 4回議会

　
保
険
給
付
費
の
増
額
等
に
よ
る
も
の
や

保
険
基
盤
安
定
負
担
金
の
補
助
金
の
交
付

決
定
等
に
伴
う
補
正
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
７
１
２
万
４
千
円
を
追
加
し
、
総

額
は
そ
れ
ぞ
れ
8
億
３
１
６
６
万
８
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
24
年
度
宮
田
村
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算 

（
第
２
号
）

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
車
両
に
つ

い
て
、
リ
ー
ス
期
限
の
満
了
に
伴
い
経
費

負
担
の
効
率
性
を
検
討
し
た
結
果
、
リ
ー

ス
残
存
価
格
を
基
準
と
し
て
購
入
す
る

内
容
の
補
正
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

48
万
円
を
追
加
し
、
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ

6
億
８
１
５
７
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

平
成
24
年
度
宮
田
村
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算 

（
第
２
号
）

　
20
年
間
使
用
し
た
１
号
送
水
ポ
ン
プ
が

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
そ
の
更
新

費
用
と
し
て
１
５
０
万
５
千
円
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。

　平成 24 年第 4回議会定
例会は、12 月 11 日から
19 日までの 9 日間の会期
で開催され、条例制定案、
条例改正案、補正予算案、
意見書など 18 議案が提案
され、いずれも原案どおり
可決、認定されました。
　提案された議案の主な内
容は次のとおりです。

条
　
例

宮
田
村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

　
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
、
基
準
省
令

等
の
条
例
化
に
伴
う
関
係
法
令
の
整
備
に

つ
い
て
、介
護
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

村
の
条
例
で
定
め
る
も
の
で
す
。

宮
田
村
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
改
正

　
国
の
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
暴
力

団
追
放
セ
ン
タ
ー
の
根
拠
規
定
の
一
部
改

正
を
行
な
う
も
の
で
す
。

宮
田
村
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　
管
轄
区
域
の
明
示
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。

宮
田
村
税
条
例
の
一
部
改
正

　
民
間
公
益
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
、

特
定
公
益
増
進
法
人
等
及
び
認
定
特
定
非

営
利
活
動
法
人
に
対
す
る
寄
付
金
を
個
人

村
民
税
に
係
る
税
額
控
除
の
対
象
と
す
る

も
の
で
す
。

『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。 問総務課 企画情報係　☎ 85-3181
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そ
の
他

宮
田
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
民
間
業
者
が
造
成
を
し
た
新
田
区
２
班

の
住
宅
地
内
道
路
に
つ
い
て
村
道
認
定
を

行
な
う
も
の
で
す
。

意
見
書

・ 

安
心
で
き
る
介
護
保
険
制
度
の
実
現
を

求
め
る
意
見
書

・ 

安
心
・
安
全
の
医
療
・
介
護
実
現
の
た

め
の
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
を
求
め
る

意
見
書

・ 

す
べ
て
の
原
子
力
発
電
所
再
稼
働
の
中

止
を
求
め
る
意
見
書

清
水

　
正
康

　
議
員

・ 

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

・ 

宮
田
村
の
観
光
施
策
に
つ
い
て

・ 

財
政
に
つ
い
て

・ 

村
内
の
各
種
施
設
の
今
後
に
つ
い
て

田
中

　
一
男

　
議
員

・ 

宮
田
村
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

・ 

施
設
命
名
権
導
入
に
つ
い
て

宮
井

　
訓

　
議
員

・ 

職
員
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
化
に
つ
い
て

・ 

村
民
会
館
の
現
状
に
つ
い
て

・ 

中
学
校
の
登
山
に
つ
い
て

天
野

　
早
人

　
議
員

・ 

公
民
館
活
動
の
現
状
と
課
題

・ 

宮
田
村
か
ら
の
発
信
力
の
強
化

大
石

　
智
之

　
議
員

・ 

災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

・ 

宮
田
村
に
お
け
る
入
札
に
つ
い
て

問
議
会
事
務
局 

☎
85
‐
３
１
８
１
（
内
１
０
５
）

一
般
質
問

質
問
者
と
質
問
事
項

　
一
般
質
問
の
詳
細
と
答
弁
は
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

春
日

　
元

　
議
員

・ 

新
た
な
宮
田
村
の
観
光
に
つ
い
て

久
保
田

　
秀
男

　
議
員

・ 

こ
れ
か
ら
の
宮
田
村
農
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て

・ 

公
営
住
宅
建
設
建
て
替
え
に
つ
い
て

小
田
切

　
敏
明

　
議
員

・ 

来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

・ 

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

・ 

原
発
依
存
か
ら
「
原
発
ゼ
ロ
」
実
現
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

赤
羽

　
正

　
議
員

・ 

平
成
25
年
度
予
算
編
成
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て

・ 

宮
田
観
光
開
発
と
宮
田
観
光
ホ
テ
ル
の
今

後
に
対
す
る
、
村
の
対
応
に
つ
い
て

・ 

宮
田
村
職
員
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
に
つ

い
て

臨時会
平成25年 第1回議会

　
平
成
25
年
第
1
回
議
会
臨
時

会
は
1
月
17
日
に
開
催
さ
れ
、

補
正
予
算
案
1
議
案
が
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
案
さ
れ
た
議
案
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

補
正
予
算

平
成
24
年
度
宮
田
村
一
般
会
計
補
正
予
算

 

（
第
６
号
）

　
子
育
て
支
援
施
設
整
備
事
業
の
基
本
設

計
委
託
料
と
し
て
１
６
０
万
円
の
増
、
宮

田
村
商
工
会
が
発
行
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
事
業
へ
の
補
助
と
し
て
２
０
０
万
円

の
増
な
ど
に
よ
る
補
正
で
す
。
財
源
に
つ

い
て
は
予
備
費
６
７
２
万
円
を
充
当
し
ま

す
。
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Ecology

シリーズ 環境を考える 54 ～狂犬病予防注射を受けましょう～

　狂犬病は感染後に発

症すると治療すること

ができません。しかし、

狂犬病は予防注射する

ことで感染は防げなく

ても発症を予防するこ

とができます。このこ

とから、飼い犬にしっ

かりと予防注射を受け

させることで犬を狂犬病から守ることはもちろん、

飼い主自身や家族、近所の住人や他の動物への感染

を防止できます。

　「狂犬病予防法」では、「犬の所有者は、犬を取得

した日（生後 90 日以内の犬を取得した場合は、生

後 90 日を経過した日）から 30 日以内に、その犬

の所在地を管轄する市区町村に登録の申請をし、鑑

札の交付を受けなければならない」と定められてい

ます。狂犬病予防注射についても、「室内犬を含む

生後 91 日以上の犬を所有する者は、毎年 1回、狂

犬病予防注射を受け、注射済票の交付を受けなけれ

ばならない」と定められています。

 問住民課 環境係　☎ 85-5861

　このことから生後 91 日以上の犬には早く予防接

種を受けさせ、その後は 1年に 1 回の予防注射で

免疫を補強させましょう。宮田村の狂犬病予防集合

注射は 3月 31 日（日）の各地区支え合い拠点施設

及び 4月 1日（月）午前 9時から 10 時まで老人福

祉センターの駐車場での実施を予定しています。詳

細は来月号の広報にてお知らせします。

　なお、狂犬病予防注射は動物病院においても接種

することができます。「年度途中に生まれた・飼育

を始めたから次の年からでいいや」と思わず、生後

90日を経過している場合は必ず受けましょう。

ワインカレンダー VOL. 61

信州みやだワイン

　
こ
こ
の
と
こ
ろ
奇
数
年
よ
り

も
偶
数
年
の
方
が
量
、
質
と
も

に
上
回
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る

山
ぶ
ど
う
。
２
０
１
３
年
は
奇

数
年
に
あ
た
り
ま
す
が
、
栽
培

組
合
の
皆
さ
ん
の
細
や
か
な
管

理
と
技
術
力
で
こ
の
ジ
ン
ク
ス

を
破
り
、
質
の
良
い
ぶ
ど
う
を

作
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。

2013
栽培スタート

　
今
ま
で
の
紫
輝
の
歴
史
の
な

か
で
最
高
の
出
来
と
言
わ
れ
た

２
０
１
２
年
の
紫
輝
。
も
ち
ろ

ん
山
ぶ
ど
う
の
収
穫
量
も
質
も

過
去
最
高
と
な
り
、
本
当
に
栽

培
組
合
の
皆
さ
ん
の
努
力
が

実
っ
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
早
く
も
２
０
１
３

年
の
栽
培
管
理
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
先
日
行
わ
れ
た
剪

定
講
習
会
に
は
多
く
の
組
合
員

が
参
加
し
、
雪
の
中
小
林
組
合

長
の
園
地
で
実
際
の
剪
定
作
業

を
行
い
な
が
ら
、
今
年
の
状
況

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

狂犬病は致死率が高い
とっても危険な感染症。
だから予防注射は必ず
受けさせてね。
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お
手
玉
の
会

 

細
田

　
千
八
子

グループ
活動めぐり
（29）

　
３
個
揺
り
を
１
日
10
分
続
け
る

と
ゲ
ー
ム
脳
解
消
に
つ
な
が
る
と

言
わ
れ
る
「
お
手
玉
」。
昭
和
30
年

頃
迄
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

投
げ
玉
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

遊
び
、
お
手
玉
演
舞
な
ど
、
古
く

て
新
し
い
遊
び
と
し
て
今
日
注
目

を
浴
び
て
い
ま
す
。
年
代
や
地
域

で
若
干
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
宮

田
に
も
拾
い
玉
遊
び
が
あ
り
ま
す
。

　
楽
し
み
な
が
ら
昔
の
遊
び
を
残

し
た
い
と
２
年
前
お
手
玉
の
会
を

発
足
し
ま
し
た
。
毎
月
第
３
水
曜

日
の
午
後
１
時
か
ら
３
時
迄
村
民

会
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
お
手
玉

（
投
げ
玉
）
は
か
な
り
の
運
動
に
な

る
の
で
、
前
半
お
手
玉
後
半
折
り

紙
、
共
に
手
先
を
使
い
脳
ト
レ
？

（
色
々
な
形
の
お
手
玉
作
り
や
季
節

の
折
り
紙
、
箱
作
り
）
を
し
て
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
お
手
玉
の
歌
や
遊

び
方
を
ご
存
知
の
方
興
味
の
あ
る

方
、
遊
び
が
消
え
な
い
内
に
子
供

達
へ
伝
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

 

（
次
回
＝
宮
田
吟
友
会
）

▲少年剣道の初稽古

▲少林寺拳法の初稽古

▲伝統行事のどんど焼き

▲河原町リバースの初マラソン

た
わ
い
無
き
笑
ひ
話
も
娘
の
土
産
ひ
と
き
わ
賑
ふ
帰
省
の
夜
を

 

鈴
木

　
裕
江
（
北
割
）

遠
き
日
に
山
ど
り
の
つ
が
ひ
が
遊
び
居
し
庭
の
つ
ゝ
じ
の
下
の
日
だ
ま
り

 

丸
山

　
鎭
子
（
新
田
）

コ
ー
ヒ
ー
を
二
つ
濃
く
い
れ
秋
始
む 

本
田

　
幸
達
（
北
割
）

栗
焼
く
香
た
ゞ
よ
う
囲
炉
裏
今
は
な
し 

小
田
切
藤
彦
（
北
割
）

寒
風
に
雀
着
ぶ
く
れ
軒
の
下 

矢
沢

　
一
子
（
町
三
）

初
日
あ
び
屋
根
に
一
声
鳴
く
カ
ラ
ス 

砂
場
　
隆
子
（
町
三
）

ン
で
1
年
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し

た
。
凛
と
し
た
寒
気
の
中
、
町
３
区

公
民
館
前
庭
を
起
点
と
し
て
姫
宮
神

社
ま
で
の
お
よ
そ
1.5
㎞
を
掛
け
声
を

か
け
て
走
り
、
今
年
の
活
動
の
安
全

と
力
の
向
上
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
少
林
寺
拳
法
で
は
、
1
月
8
日
に

武
道
館
に
て
初
稽
古
を
行
い
、
指
導

者
か
ら
「
ど
ん
な
こ
と
に
も
目
標
を

持
っ
て
臨
み
、
一
生
懸
命
練
習
し
よ

う
。
礼
を
重
ん
じ
感
謝
や
思
い
や
り

の
心
を
育
て
よ
う
。」
と
訓
示
を
受

け
、全
員
で
少
林
寺
拳
法
の
「
道
訓
」

を
唱
和
。
そ
の
後
、
一
斉
に
型
の
基

本
を
繰
り
返
し
練
習
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
宮
田
村
少
年

ス
ポ
ー
ツ
の
各
団
体
で
は
、
新
春
初

稽
古
を
行
い
ま
し
た
。

　
少
年
野
球
河
原
町
リ
バ
ー
ス
で

は
、
元
日
早
朝
よ
り
恒
例
の
マ
ラ
ソ

　
宮
田
少
年
剣
道
部
で
は
、
1
月
13

日
、
初
稽
古
と
鏡
開
き
を
行
い
ま
し

た
。
体
育
館
で
元
気
な
掛
け
声
を
響

か
せ
な
が
ら
素
振
り
に
始
ま
り
打
ち

込
み
な
ど
の
基
本
を
練
習
し
、
そ
の

後
の
鏡
開
き
で
、
お
し
る
こ
や
き
な

粉
餅
を
食
べ
、
百
瀬
萌
翔
さ
ん
（
宮

田
小
学
校
６
年
）
の
力
強
い
宣
誓
で

１
年
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
災
い
が
家
に
入
ら
な
い
よ
う
に
と

年
末
に
各
家
の
入
口
へ
飾
っ
た
し
め

飾
り
な
ど
を
集
め
て
燃
や
す
伝
統
行

事
の
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
各
地
区
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
２
区
で
は
、
1
月
13
日
、
雪
降

り
の
中
、
小
学
校
校
庭
に
早
朝
よ
り

小
学
生
が
各
家
を
回
っ
て
集
め
た
門

松
や
し
め
飾
り
が
積
み
上
げ
ら
れ
、

今
年
一
年
の
無
病
息
災
を
祈
っ
て
点

火
さ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、
下

火
に
な
っ
た
炭
火
で
持
参
し
た
餅
を

焼
い
て
食
べ
て
、
伝
統
行
事
を
心
ゆ

く
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

無
病
息
災
を
祈
っ
て

 

伝
統
の
ど
ん
ど
焼
き

気
持
ち
も
新
た
に

初
稽
古
・
鏡
開
き
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終
え
、家
に
帰
っ
て
テ
レ
ビ
を
見
て
、

こ
ん
な
に
も
大
変
に
な
っ
て
い
る
の

だ
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
我
が
家
の
ル
ー
ツ
が
、
福
島
県
郡

山
で
、
前
々
か
ら
一
度
機
会
が
あ
っ

た
ら
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た
矢
先

の
震
災
で
し
た
。
何
か
私
に
出
来
る

事
が
あ
っ
た
ら
、
少
し
で
も
お
手
伝

い
を
し
て
あ
げ
た
い
と
思
う
毎
日
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
々
の
忙
し

い
中
で
、
な
か
な
か
行
く
事
が
出
来

ま
せ
ん
。
沢
山
の
人
達
が
犠
牲
に
な

り
、
特
に
福
島
県
は
原
発
の
被
害
も

あ
り
、
大
変
な
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て

い
ま
す
。
遠
く
離
れ
た
所
で
暮
ら
し

て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
記
憶
が
薄
れ

て
い
く
も
の
だ
な
と
被
災
さ
れ
た

方
々
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
ど
う
か
、
一
日
も
早
い

復
興
を
と
願
う
毎
日
で
す
。

 

（
次
回
＝
後
藤

　
寛
さ
ん
）

案  

内

リレー随想
（378）

相手の駒の動きをよく見て（将棋の部）

新春 囲碁将棋麻将お手合わせ会

▲薬膳料理を学びました

▲ボールを蹴るコツは…

ス
キ
ー
技
術
の
基
本
を
教
わ
り
、
白

銀
の
ゲ
レ
ン
デ
に
て
心
ゆ
く
ま
で
ス

キ
ー
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
42
回
公
民
館
ス
キ
ー
教
室
が

駒
ヶ
根
高
原
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
、

小
学
校
３
年
生
以
上
を
中
心
に
32
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
5
班

に
分
か
れ
、
宮
田
村
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

員
か
ら
ス
キ
ー
の
履
き
方
、
進
み

方
、
止
ま
り
方
等
、
安
全
で
楽
し
い

　
1
月
23
日
、
女
性
の
た
め
の
フ
ッ

ト
サ
ル
教
室
（
全
３
回
）
が
屋
内
運

動
場
で
開
講
。
女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
の

幅
の
拡
大
を
目
指
し
た
教
室
で
、
講

師
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
公
認
指
導

員
の
酒
井
秀
康
さ
ん
。
参
加
者
30
人

は
、
ボ
ー
ル
の
蹴
り
方
、
止
め
方
等
、

基
本
を
教
わ
り
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
1
月
19
日
、
新
春
恒
例
の
お
手
合

わ
せ
会
が
村
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
将
棋
に
は
小
学
生
18
人
が
参
加

し
、
対
戦
相
手
を
順
々
に
交
替
し
な

が
ら
、
真
剣
に
駒
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
囲
碁
や
麻
将
に
は
多
く

の
愛
好
者
が
参
加
し
、
交
流
と
友
好

を
深
め
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
宮
田
大
学
と
大
学
院
の
合
同
講
座

で
、
国
際
薬
膳
師
の
保
坂
孝
子
さ
ん

を
講
師
に
、「
薬
膳
料
理
」
を
学
び

ま
し
た
。「
薬
膳
」
に
つ
い
て
の
説

明
を
聞
き
、
ま
た
、
料
理
の
合
間
に
、

脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
軽
運
動
な
ど
も

取
り
入
れ
ら
れ
て
、
楽
し
く
、
充
実

し
た
ひ
と
と
き
に
な
り
ま
し
た
。

☆
本
館
事
業

子
育
て
学
級
閉
講
式 

3
月
6
日（
水
）

☆
分
館
事
業

人
形
劇
（
大
久
保
） 3
月
3
日
（
日
）

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

（
南

　
割
） 3
月
3
日
（
日
）

（
大
田
切
） 3
月
17
日
（
日
）

震
災
に
思
う
こ
と

 

影
山

　
し
げ
子
（
町
１
）

　
早
い
も
の
で
、
あ
の
恐
ろ
し
く
も

怖
い
東
北
の
震
災
か
ら
1
年
10
ヶ
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
の

時
は
会
社
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
今
ま
で
に
経
験
し
た
事
の
な
い

怖
い
揺
れ
を
感
じ
、
外
に
出
て
立
っ

て
い
ら
れ
な
い
程
で
し
た
。
仕
事
を

ス
キ
ー
教
室
開
講

女
性
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
開
講

薬
膳
料
理
を
学
ぶ

 

宮
田
大
学
・
大
学
院

分
館
長
主
事
・
体
育
部
長
合
同
会

　
平
成
25
年
度
の
公
民
館
事
業
に
向

け
、
第
１
回
分
館
長
主
事･

体
育
部

長
の
合
同
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
公
民
館
長
よ
り
公
民
館

の
歴
史
や
目
的
等
に
つ
い
て
の
話
が

あ
り
、
そ
の
後
、
本
年
度
の
役
員
選

出
、
本
館
・
分
館
そ
れ
ぞ
れ
の
主
な

文
化
事
業
と
体
育
事
業
の
計
画
、
分

館
交
付
金
、
人
権
学
習
会
等
に
つ
い

て
協
議
、
確
認
し
ま
し
た
。

地区
分館長主事会 体育部長会

分館長 主事 体育部長

町 1 　伊藤　進 　小池光俊 　木下洋一

町 2 　福村良隆 　平沢康成 　青木一夫

町 3 　藤田宜久 　小田切文子 　酒井孝明

北割 　三好一夫 　橋爪　隆 　久保田耕平

南割 ◎春日良夫 　塩澤賢一 　小田切一浩

新田 　後藤　寛 ○平澤義章 ◎酒井秀康

大田切 　野近英三 　後藤光義 　初崎哲也

大久保 　市瀬和成 　細田俊治 　矢亀敦志

中越 　新谷和彦 　稲村和久 　北原慎吾

つつじが丘 　小野浩幸 　小出則子 　吉川修三

大原 　湊　昭二 　下平　勇  ○滝澤仁志

平成 25年度 分館役員
◎長　○副
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▲ 1月「みんなのひろば」より

 

二
月
の
本
棚

図
書
館
休
館
日

2
／
18
㈪
・
25
㈪

3
／
4
㈪
・
11
㈪
・
18
㈪

　
　
21
㈭
・
25
㈪

宮田村図書館

 ☎ 85-2314（村民会館内）

ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば

　
親
子
２
組
と
、
こ
う
め
保
育
園
の

お
と
も
だ
ち
が
参
加
し
、
の
ど
か
な

時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
た
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
７
ヶ
月
育
児
検
診
を
受
診
し
た
親

子
３
組
に
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
絵
本
「
く

だ
も
の
」
は
、
参
加
し
た
お
母
さ
ん

が
子
ど
も
の
時
に
自
分
の
母
親
に
読

ん
で
も
ら
っ
た
絵
本
と
の
事
で
し

た
。み

ん
な
の
ひ
ろ
ば

　
雪
模
様
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
勢
の
お
友
だ
ち
が
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
紙
バ
ネ
を
使
っ
て
、

今
年
の
干
支「
に
ょ
ろ
に
ょ
ろ
ヘ
ビ
」

の
工
作
を
作
り
ま
し
た
。

遊
ゆ
う
広
場

　
だ
る
ま
さ
ん
と
に
ら
め
っ
こ
を
し

た
よ
！
の
ん
び
り
お
正
月
気
分
の
図

書
館
出
張
お
は
な
し
会
で
し
た
。

〈 

新
着
図
書
紹
介 

〉

●
一
般
書

○
大お

と

な人
の
流り

ゅ
う
ぎ儀 

（
伊い

じ
ゅ
う
い
ん

集
院

　
静

し
ず
か

）

○
夜よ

る

の
底そ

こ

は
柔や

わ

ら
か
な

幻

ま
ぼ
ろ
し

 

上
・
下
巻

　
（
恩お

ん

だ田
　
陸り

く

）

○
幸さ

ち 

（
香か

の

う納
　
諒

り
ょ
う
い
ち

一
）

○
み
ち
く
さ
道

ど
う
ち
ゅ
う中 

（
木き

う

ち内
　
昇

の
ぼ
り

）

○
欠け

つ
ら
く落 

（
今こ

ん

の野
　
敏び

ん

）

○
三さ

ん
び
き匹
の
か
い
じ
ゅ
う （
椎し

い

な名
　
誠

ま
こ
と

）

○
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス （
篠し

の

だ田
節せ

つ

こ子
）

○
傾け

い
こ
く国
子し

じ

ょ女 

（
島し

ま

だ田
　
雅ま

さ
ひ
こ彦
）

○
信の

ぶ
な
が長
影か

げ

え絵 

（
津つ

も

と本
　
陽よ

う

）

○
笑わ

ら

う
ハ
ー
レ
キ
ン （
道み

ち

お尾
　
秀

し
ゅ
う
す
け

介
）

○
ジ
ョ
ン
・
マ
ン
〔
３
〕
望

ぼ
う
き
ょ
う
へ
ん

郷
編

 
（
山や

ま
も
と本

　
一い

ち
り
き力

）

○
楽ら

く
え
ん園
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス （
原は

ら

だ田
マ
ハ
）

●
児
童
書

○
イ
ワ
ー
シ
ェ
チ
カ
と
白し

ろ

い
鳥と

り

○
富ふ

じ

さ

ん

士
山
う
た
ご
よ
み

○
も
ち
っ
こ
や
い
て

○
世せ

か

い界
と
で
あ
う
え
ほ
ん 

他

　
節
分
の
日
、
豆
た
ち
は
ふ
と
考
え

ま
し
た
。「
ど
う
せ
な
ら
、
オ
ニ
の

お
面
を
つ
け
た
ふ
つ
う
の
お
じ
さ
ん

じ
ゃ
な
く
て
、
ほ
ん
も
の
の
悪
い
オ

ニ
を
た
い
じ
し
よ
う
！
」

　
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
豆
た
ち
の
オ

ニ
た
い
じ
。
ピ
ュ
ー
ン
と
飛
ん
で
い

く
先
は
…
？ 

世
界
中
を
か
け
め
ぐ

る
豆
た
ち
の
ゆ
か
い
な
物
語
で
す
。

 

「
い
っ
し
ょ
に

 

　
　
　
読
も
う
か
」

 

「
オ
ニ
た
い
じ
」

 

森
　
絵
都

　
／
作

 

竹
内

　
通
雅
／
絵

お
は
な
し
会
の
ご
案
内

※
2
月
の
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
は

＊ 

け
ん
玉
名
人
が
や
っ
て
く
る
!!

 

み
ん
な
に
け
ん
玉
を
教
え
て
く

れ
る
よ
。
興
味
の
あ
る
お
友
だ

ち
は
是
非
参
加
し
て
ね
♪

23
日
（
土
）・
午
前
10
時
30
分
〜

学
習
室
／
大
ホ
ー
ル

　
　
（
小
学
生
・
幼
児
向
け
）

※
3
月
の
「
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
」
は

13
日(

水)

・
午
前
10
時
30
分
〜

幼
児
コ
ー
ナ
ー
（
幼
児
向
け
）

１
月 

〜
お
は
な
し
の
集
い
〜

地域づくり支援事業　募集中住民が創意工夫と自主性によって、
個性ある地域づくりを進めるための補助金

■対象となる事業

　地域づくりとして新たに取り組む事業を優先し

て対象とします。事業は住民が参加し、地域のコ

ミュニケーションの向上と、地域の活性化に資す

るものであることとします。

■採択が想定される具体的事業例

・ ハード事業（住民の労力で実施する事業）

・ ソフト事業（住民が参加して地域の活性化や地

 域のまとまりの醸成に取り組む事業）

■対象とならない事業例

・ 村の他の補助事業と重複、補完する事業

・ 花壇等の環境美化に係る事業（建設課所管の『う

るおいの街並みづくり支援事業』で支援）

・ 継続事業の場合は 3年目まで対象

・ 政治団体、宗教団体等の行なう事業（地域の宗

教色のある行事を含む）

・ 備品購入のみを目的とする事業

■補助金の額 限度額 50 万円

■募集期間 2 月 1 日～ 3月 31 日

■採択審査

・ 募集締切後、庁内の

審査会で採択審査を

行い決定します。

・ 採択件数が多い場合

は、予算の範囲内で

の補助金交付となり

ます。

■提出書類

・ 補助金交付申請書（様式１）

・ 事業費明細書（様式　別紙）

・ 事業内容の詳細を説明する資料（見積書、企画書、

写真、図面等）　各１部

　詳しくは村ホームページをご覧ください。

 問総務課 企画情報係　☎ 85-3181

▲つつじが丘地区
環境美化作業の様子
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広
 報

こ
の
広
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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■
発
行
/
長
野
県
上
伊
那
郡
宮
田
村
役
場
　
　
　
☎
0265-85-3181

■
編
集
/
広
報
編
集
委
員
会
　
E
-m
a
il　
som
u@
vill.m

iya
da
.na
g
a
no.jp

■
印
刷
/
龍
共
印
刷
株
式
会
社
　
　
■
平
成
25
年
2
月
14
日
発
行

給 食

好大 物

de
大きくなあれ

　村で推進している「食育」の重要な

役割を担うのが毎日の給食です。宮田

村の給食のおいしさの秘訣を連載して

いきます。今月号では学校・保育園の

給食が、どのような過程で作られてい

るのかを紹介します。

　
村
で
は
、
栄
養
士
や
行
政
職
員
だ
け

で
な
く
、
学
校
、
調
理
員
、
地
元
農
家
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
の
他
給
食
に
関
係
す
る
人

た
ち
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
全

体
で
食
に
関
す
る
事
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
と
し

て
「
生
産
者
と
交
流
し
な
が
ら
地
域
の

食
材
に
親
し
む
」
と
い
う
と
い
う
体
制

を
確
立
し
、
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
普
段
自
分
た
ち
が
食
べ
て
い
る
給
食

が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
伝
え
る
手
段
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
生
産
者
の
皆
さ

ん
の
畑
に
出
向
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
農
業
に
か
け
る
思
い
を
取
材
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
様
子
を
ま

と
め
て
壁
新
聞
に
し
て
掲
示
し
た
り
、

ム
ー
ビ
ー
を
制
作
し
て
全
校
に
放
映
し

た
り
し
ま
し
た
。

　
地
域
食
材
100
％
の
日
を
作
り
、
生
産

者
を
は
じ
め
村
長
や
教
育
委
員
会
を
招

い
て
試
食
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
産

者
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
食
材
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が

自
然
に
芽
生
え
て
い
ま
す
。

　
総
合
学
習
の
授
業
で
休
耕
田
を
借
り

て
子
ど
も
た
ち
が
農
作
物
を
作
り
、
学

校
給
食
を
育
て
る
会
が
協
力
し
、
作
付

け
等
の
技
術
指
導
や
、
子
ど
も
た
ち
が

栽
培
し
た
リ
ン
ゴ
や
ス
イ
カ
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
食
材
を
学

校
給
食
に
納
入
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も

た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
、
農
業
へ
の
興

味
、
好
き
嫌
い
が
な
く
な
る
と
い
う
効

果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
共
に
食
育
を
考
え
る

子
ど
も
と
生
産
者
の
交
流

食
農
教
育
の
お
手
伝
い

・ 

地
域
の
農
産
物
や
郷
土
食
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
。

・ 

地
域
の
良
質
で
新
鮮
・
安
全
・

安
心
な
食
材
へ
の
感
謝
の
心

を
育
む
た
め
に
は
、
生
産
者

と
の
交
流
を
深
め
、
顔
の
見

え
る
給
食
作
り
が
大
切
。

・ 

「
学
校
給
食
を
育
て
る
会
」

が
発
足
し
た
こ
と
に
よ
り
、

従
来
の
給
食
に
は
使
用
で
き

な
か
っ
た
地
域
食
材
を
、
安

心
安
全
に
子
ど
も
た
ち
に
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・ 

地
元
産
食
品
の
供
給
率
が
、

平
成
16
年
は
10
％
だ
っ
た
の

に
対
し
、
平
成
24
年
に
は

50
％
に
！

次世代を担う子どもたちに…地元農家の農産物を使うために…

子どもたちの

▲保育園の給食 ▲小学校の給食 ▲中学校の給食

～地産地消・栄養たっぷり～

果
を

た
生産者

生ごみの
堆肥化

子どもたち

感謝や興味
意欲増進

栄養士

調理員

▲地域と一体となった食育活動のサイクル




